２０１２年9月1日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第６章２１～３０節

・勉強：第２章４８節
　先月は第2章47節を説明しました。

クリシュナ神は「貴方はカルマを為さなければならないが、その結果に執着してはならない」と言います。

我々は「カルマの結果である成功や失敗に関して、あれこれ考えるのがいけないなら、仕事に対するやる気がなくなってしまうのではないか？」と考えます。

クリシュナ神の次の助言は、「カルマの結果を享受できないからといって、働くこと自体を放棄してはいけない。是非仕事をしなさい」であり、ここで我々は混乱してしまいます。
バガヴァッド・ギーターは全ての節が重要ですが、なかでも次の48節は特に重要です。
ダナンジャヤ(アルジュナ)よ！義務を忠実に遂行せよ。そして成功と失敗とに関するあらゆる執着を捨てよ。このような心の平静さをヨーガというのだ。

我々の日々の生活にとって、哲学は必ずしも深い関係のあるものではありませんが、バガヴァッド・ギーターの特徴はとても実践的な聖典であることです。
不安、心配、ストレスに満ちた我々の生活ですが、バガヴァッド・ギーターには永遠で安定した幸せを得るためのヒントがたくさんあります。ただし一つだけ条件があります。
「ただ読んで理解するだけではなく、実践してください」。

私達は生活のため、自己発達のために仕事をしなければなりません。

しかしここで問題は、仕事をすることによってストレスが生じることです。

我々は幸せを求め、一方で仕事をしなければならないが、その結果ストレスが生じ幸せを壊してしまう、これが問題です。

この問題をどのように解決するかについて、48節には実践的なヒントがあります。
47節には「カルマをしなければならない」とありましたが、48節には「どのようにカルマをすべきか」が説明されています。

ギャーナ・ヨーガ、バクティー・ヨーガ、それぞれ仕事とは関係なく単独で行うことも可能ですが、バガヴァッド・ギーターの特徴は仕事しながらのヨーガ、カルマ・ヨーガです。

なぜなら、バガヴァッド・ギーターのバックグラウンドは戦場であり、この戦場は我々にとっての仕事の場のシンボルです。

主婦にとっての家庭、会社員にとってのオフィス、これらのシンボルが戦場です。

外国で「ヨーガ」と言う場合、ほとんどは肉体のヨーガ(ハタヨーガ)を指します。

バガヴァッド・ギーターの中の「ヨーガ」という言葉は、前後関係でいろいろな意味で使われますが、全て霊的な意味合いで使われており、決してハタヨーガのことではありません。
48節には「ヨーガの状態に入ってカルマしなさい(ヨーガスタハ　クル　カルマーニ)」とありますが、ヨーガとは何かについても説明されています。

「このような心の平静さをヨーガと言うのだ(サマットヴァン　ヨーガ　ウッチャテー)」。
ヨーガの定義は「合一(Union)」です。何と何との合一でしょうか？

アートマンとブラフマンの合一　　　　　　　:知識の道 (ギャーナ)
信者と神の合一　　　　　　　　　　　　　　:信仰の道(バクティー)
Sameness of mind(心がいつも変わらず同じで落ち着いていること)がヨーガの状態です。
少し瞑想しただけで、心とはいかに落ち着きのないものであるかわかります。
一見したところきれいな水も、その一滴を取り顕微鏡で見ると、バクテリアなどの不純物が沢山あることに気づきます。
我々の心の状態も普段は気がつきませんが、瞑想をするとそれがどれだけ揺れ動き落ち着きがないかがわかります。
成功と失敗、快楽と苦痛、賞賛と批判、健康と病気、によって心は絶えず揺れ動きます。
心が動かずいつも同じ状態である、というだけならタマス的な人の場合もそうですが、これは無知の状態であり、そこには自己成長はなく、我々が目指すべきものではありません。

また人には誰しもラジャスの要素があり、たとえこの状態を目指そうとしても不可能です。

我々にとって静かに座ることは大変困難であり、心は仕事がなくても勝手に仕事を探します。
「Busy without Business(仕事がないのに忙しい)」という言葉がありますが、我々に元々ラジャスの性質があるからです。

肉体について考えると、そこにはあるメカニズムがあります。

暑い場所でも寒い場所でも人間の体温は36.5℃に保たれますが、これはホメオスタシス(生体恒常性維持機能)と呼ばれています。我々の肉体に自然に備わっている機能です。

残念ながらこの機能は肉体にはあっても心には備わっておらず、心の安定は一人一人が個人で努力しなければなりません。
何もしなくても心は自然に落ち着くということはなく、他人が助けることもできません。
肉体は一時的ですが心はずっと続くので、心は肉体より重要です。
肉体に対して命令するのは心であり、心の健康は肉体の健康より大切です。
肉体が健康であっても、心が病んでいれば幸せとは言えません。

自分の財布が他人のポケットに入っているとしたら、財布の意味がありません。
心も同じですが、「我々の心は他人のポケットの中にある」という表現があります。

他人の言動に影響され、心は変化します。
褒められれば喜び、批判されると落ち込みます。他人によって我々の心はコントロールされます。

他人に影響されずに自分でコントロールできるのが強い心ですが、普通の人はそうではありません。他人の言葉に極度に敏感になっています。
言葉に出されなくても、他人が何を考えているか気にします。この点で日本とインドは少し違います。
インド人はあまり他人を気にしませんが、日本人は他人が自分をどう思っているか非常に気にします。

もちろん他人の心に敏感なのは悪いことではありませんが、それにも限度があり、極端はいけません。
自分にとって何が正しいか正しくないかではなく、他人にどう思われているかが考えの基準になると、心は絶えず不安で、幸せではありません。

絶えず心配して落ち着かない心は、ヨーガのSamenssの状態ではありません。

シュリ・ラーマクリシュナの福音の中の言葉ですが、川を大きな船が高速で航行するとき、その作り出す波の影響で、軽く小さな船は大きく揺れたり、場合によっては転覆したりすることもあります。
しかしその小さな船のうちでも、沢山荷物を積んでいる船なら、揺れも小さくすぐ安定した状態に戻ります。心が制御されていない人は、荷物を積んでいない軽い船と同じです。
一方心の強い人は、荷物を沢山積んだ船と同じで、外部の影響を少しは受けても、すぐに戻ります。

暑い、寒い、空腹、病気などの外的な要因にも心は影響されますが、内的な要因もあります。
欲望がある時、心は落ち着きません。心は湖の水のようです。

普段は静かな湖面が揺れるのは、風が吹いた時です。欲望は風のようなものです。

欲望のある時、ヨーガは困難です。欲望をコントロールしなければなりません。

欲望があるとそれを満たすため将来のプラン(計画)を考えたり、過去を想起したりします。
理想的な瞑想とは現在に集中している状態ですが、それを妨げるのは過去や未来についての考えです。

昨日起こったことを思い出したり、明日どうしようかとスケジュールを考えたりします。

では、心の静けさはどのようにして可能でしょうか？

最初は、心と感覚のコントロールです。
それと同時にアートマンとブラフマンがつながる、或いは信者と神がつながっている状態を維持することが必要です。

48節の「ヨーガスタハ　クル　カルマーニ」は本では、「義務を忠実に実行せよ」と訳されていますが、正確には上記の「つながった状態で(ヨーガの状態に入りながら)仕事をしなさい」という意味です。
それをどのように実践するか、ウパニシャッドに鳥を例にした説明があります。

ひとつの樹に二羽の鳥がとまっています。形も色も同じ鳥です。
低い枝にとまっている鳥は、枝になっている果実をあれこれ啄ばみます。

甘く美味しい果実もあれば、苦い果実もあり、鳥はそれらを味わって一喜一憂します。

一方、上の枝に止まっている鳥は、果実を食べようとせず、何もせず傍観者のようです。
やがて下の鳥は上の鳥を羨ましく思い、枝を上りますが、そこでまた枝になっている果実を食べて、一喜一憂します。

下の鳥は上の鳥のような静かな状態に憧れ、枝を上っていくにつれいろいろ経験した結果、苦しみのない喜びだけを味わうことなどできず、喜びと苦しみはコインの表裏のように一体のものだということを理解します。
そして、甘い果実も苦い果実もどちらも要らない、つまり欲望の放棄という考えが生まれます。
下の鳥は上の鳥の近くまで登って行き、最後に二羽は一つになりました。

最初、下の鳥は自分と上の鳥とは違うと考えていました。上の鳥はブラフマンを象徴しています。

我々は仕事をしながら、時々ブラフマンのことを考えなければいけません。
我々の中で、絶えず喜び苦しみを経験している部分が下の鳥であり、内なる自己を象徴しているのが上の鳥です。
日常生活の中でカルマをしながら心の静けさを得るために、まずは前述のように心と感覚をコントロールする、そして時々はあちこち揺れ動く心を引き戻して内なる自己に集中する、これが大切です。
外から中に、仕事から内なる自己に心のフォーカスを引き戻すのです。
しかし最初はこの理想であるヨーガの状態を、ずっと維持することはできません。
時々でいいですから、努力してください。

日曜宗教(Sunday Religion)という言葉がありますが、キリスト教徒は週に一回日曜日に教会に集い、神のことを想います。

ヒンズー教や仏教にはこのような習慣はありませんが、朝瞑想しているときは霊的、その後仕事をしているときは世俗的、と完全に分けてしまうのはよくありません。

なぜなら今問題なのは、仕事をしながらいかに心の静けさを得るのか、ということだからです。

仕事をしながら、時々はつながっている状態でなければいけないのです。

なぜ仕事をしている時、心は落ち着かないのでしょうか？それは仕事の対象が、物質だからです。

物質の性質とは、変化があり、始まり終わりがあり、やがて衰えるということです。

我々が仕事をする時、対象としているこの物質の性質の影響を受け、我々の心も変化します。

この一時的、有限、相対的な対象から心を引き戻して、永遠、無限、絶対的なものにフォーカスしてください。アートマン、神がその対象です。

これはサラリーマン、主婦など、仕事の種類に関係なく、誰にとっても重要な実践です。
霊的な実践には、イメージの力を借りることも有効です。
心を引き戻して内なる自己に集中する、と言っても内なる自己がどういうものかのイメージが湧かない場合、例えば炎をイメージしてみます。

風が吹くとローソクの炎は揺れますが、風のない時の全く揺れない炎をイメージすると、その炎はアートマンのシンボルであり、それに集中することによって、心が静かになります。

もしあなたが信者なら、心の中にラーマクリシュナや、お釈迦様が座っているとイメージしてみます。
そのイメージはとても静謐です。

イメージするものはそれ以外に青空でも何でも、その人にとって一番自然なもので構いませんが、前もって決めておいてください。

オフィスや室内から外に出て、例えば渋谷や新宿などの人で溢れている交差点を歩く場合、たいていの人は周りの人、店、広告などを見たり、流れている音を聴いたりします。
そうすると、見たり聴いたりして知覚したものによって、心がすぐに影響されてしまいます。
店の品物、人の着ている服を見て、心が動きます。

単に知覚しているだけではなく、知覚したものに対する反応が起こります。

食事が美味しそうだからこのレストランに入ってみようか、あの人の着ている服が素敵だから私もほしい、などと考えます。

見たり聴いたりするだけで何も反応しないのは傍観者の態度ですが、我々にはできません。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダは、「あなたがヨーギなら、街の雑踏にいても、心はヒマラヤの洞窟にいるのと同じである」と言いました。
もし渋谷などの繁華街に行くことがあったら、短い時間でいいですから立ち止まって、眼を青空に転じて心を引き戻してみてください。

青空は永遠、周りの歩行者は一時的なもののシンボルです。

なぜならあなたは歩行者を、その日その時間だけ見るのであり、二度と会わない可能性が高いからです。あたかも絶えず過ぎてゆく、川の流れのように一時的です。

これはとても実践的なヒントです。一秒でも二秒でもつながった状態に入れば、ストレスはなくなり、その後の仕事にもいい影響を及ぼします。

我々は仕事に深く没頭して大変疲れますが、肉体ではなく心が疲れるのです。
仕事と自分を同一視してしまうためです。
このヨーガの状態に入れば、賞賛や批判に無頓着なバランスのとれた心になります。
これもある種のサマーディです。
Unmana Samadhi          :外に向いた心を引き戻して内に向ける

Sthita Samadhi          :安定したサマーディ

Unmana Samadhiは短時間しか続きませんが、それでも大変有益です。

歯が痛くて心の一部はそれにとらわれていても、同時に別の部分で仕事に集中することはできます。

同様に心のある部分を内なる自己に向けながら、仕事をすることは可能です。
眼を閉じなくでもいいですから繰り返し実践することにより、Unmana Samadhiは徐々にSthita Samadhiに近づきます。
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